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項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 平均値 SD 
Ⅰ障害者扱いへの抵抗（α=.89）
66 白杖は目立ちすぎて嫌だった。 0.78 -0.17 -0.06 0.21 -0.13 -0.17 3.44 1.01
58 白杖を持って援助を依頼しても、迷惑そうにされたことがあった。 0.77 -0.09 -0.16 0.20 0.13 0.18 3.14 0.84
60 普通の人に見られたいという思いが働いてしまった。 0.74 0.01 0.31 0.14 -0.02 0.08 3.62 0.84
63 白杖を持っていると、異性と交際できないと思った。 0.65 0.00 0.07 0.00 0.27 -0.16 3.38 0.91
43 人が白杖を掴んだり、むやみに身体に触られることが苦痛だった。 0.64 -0.07 -0.07 0.27 0.16 0.22 3.25 0.80
18 白杖を持っていると、自分が他人の記憶に残ってしまうと思った。 0.61 0.10 0.22 -0.01 0.03 0.06 3.10 0.78
57 白杖を持つことで、人に非常に心配されてしまうと思った。 0.60 -0.02 0.24 0.03 -0.10 -0.35 3.56 1.00
59 白杖を持つと、自分は障害者だとどうしても思ってしまった。 0.59 0.05 -0.05 0.48 -0.08 0.12 3.45 0.99
17 歩行が不安な場所へ来ても、白杖を出して使い出すのは変に思われな 
いかと不安だった。
0.58 0.09 0.23 -0.22 -0.01 -0.26 3.28 1.08
8 白杖を見ると、無理やり優先席へ連れて行く人がいた。 0.57 -0.03 -0.04 -0.11 -0.24 -0.04 3.33 0.72
5 白杖を持っていると、電車やバスの中で視線を感じた。 0.57 0.14 0.00 0.26 -0.10 0.32 3.44 0.82
9 電車などで席を譲られても、席がどこか判らず困った。 0.57 -0.13 -0.14 0.05 0.21 0.15 3.20 0.86
42 白杖を持つと、間違った案内をされてこまるときがあった。 0.57 -0.09 -0.12 0.13 0.14 0.19 3.27 0.70
52 白杖を持つと、少し見えていることがおかしいと思われないか不安に 
なった。
0.57 0.15 0.12 -0.26 0.10 -0.08 3.73 0.83
61 白杖を持つことは、自分が障害者であることをアピールしているよう 
だと思った。
0.56 0.14 0.11 0.00 0.06 0.02 3.33 1.14
67 白杖を持つと、幼い子供が怖がると思った。 0.53 -0.05 0.03 0.29 0.08 -0.29 3.08 0.52
47 白杖を持つと弱者としてあつかわれてしまうと思った。 0.53 0.07 0.33 0.04 0.05 0.02 3.59 0.73
44 白杖を持つと過剰な援助をされ困った。 0.52 -0.01 0.28 -0.23 0.23 0.16 3.22 0.71
Ⅱ効果の実感」（α=.91）
29 白杖を持つと、ある程度のことはできると気付いた。 -0.05 0.82 0.09 -0.13 0.25 0.10 2.20 1.01
11 白杖を持っていることで周囲の人が親切にしてくれた。 -0.01 0.81 0.06 -0.21 0.19 0.15 1.81 0.97
62 白杖を持たないことに比べると精神的な負担が減ったと感じた。 -0.10 0.79 0.15 0.01 0.00 0.23 2.24 1.15
1 白杖を持ったら歩行の不安が軽減された。 0.07 0.75 0.13 0.00 -0.09 -0.18 1.70 0.79
51 積極的に行動したかった。 0.14 0.71 0.06 0.15 0.22 0.00 2.52 1.22
21 白杖を持ったほうが、速く歩けると感じた。 0.09 0.70 0.01 -0.22 -0.10 -0.25 2.09 1.08
2 白杖を持っていたら、危険な場所を教えてくれた。 0.08 0.69 0.06 0.04 0.06 -0.08 1.78 0.85
12 白杖なしで柱にぶつかったりしていたことに比べると、白杖を持って 
楽になった。
-0.09 0.68 -0.02 0.02 -0.13 -0.34 1.72 0.88
38 白杖を持つことで大きな安心感が得られた。 -0.08 0.66 0.10 0.22 -0.21 -0.23 1.84 0.96
16 訓練を受けたことで白杖の使い方が上達した。 0.04 0.62 -0.10 -0.34 0.15 -0.13 1.98 0.94
14 白杖を持っていたら、人混みの中で周りの人が気を使ってくれた。 -0.12 0.59 0.16 -0.13 0.23 0.36 2.00 0.98
45 白杖を持つと、人が避けてくれるようになった。 0.16 0.53 0.02 -0.09 -0.08 0.12 1.97 0.97
Ⅲ誤解への不安（α=.79）
35 白杖を持つと、今の仕事を外されるかもしれないと思った。 -0.02 0.10 0.82 -0.01 0.15 -0.18 3.37 0.83
31 職場の上司には白杖をみられたくないと思った。 -0.12 0.04 0.72 0.13 0.07 0.01 3.18 0.67
32 白杖を持つと、それほど見えないのかと思われてしまいそうだった。 0.05 0.10 0.67 -0.14 0.01 -0.08 3.70 0.91
50 白杖を持つと一人前の人として扱われていないと感じた。 -0.04 -0.13 0.65 0.29 0.32 0.04 3.59 0.80
24 白杖を持つと、会社を辞めさせられると思った。 0.08 0.01 0.59 0.08 -0.16 0.10 3.26 0.70
22 職場に、白杖を持つことに反対する人が居た。 0.20 0.18 0.55 -0.11 -0.13 -0.01 3.13 0.43
68 白杖を持つと、家族が困ると思った。 0.36 0.11 0.52 0.23 0.01 -0.18 3.34 0.86
Ⅳ障害を知られる不安（α=.71）
56 自分の見えにくさを知られてしまうことが辛かった。 0.33 -0.16 0.15 0.75 0.12 -0.02 3.32 0.95
13 白杖の使用後に本を読み始めたら、怒り出す人がいそうだと思った。 0.03 0.10 0.36 -0.66 -0.06 -0.17 3.47 0.77
26 知人に白杖を持った姿を見られるのが嫌だった。 0.04 0.01 0.32 0.64 0.04 0.08 3.67 0.84
10 弱視で白杖を使うと、見えるのになぜ杖を持っているのかと思われ 
そうだった。 0.17 0.18 0.20 -0.56 0.31 0.16 3.77 0.86
27 近所の人たちに目が悪いことを知られたくなかった。 0.11 -0.25 0.01 0.55 0.01 -0.10 3.52 0.91
Ⅴ迷惑をかけることへの不安（α=.66）
74 自分にとって大切な人が白杖を持つことを勧めてくれた。 -0.11 0.00 0.16 0.14 -0.61 0.18 2.53 1.01
72 電車などで白杖を持って立っていると、周囲の人が困ると思った。 0.24 0.06 0.20 0.24 0.57 -0.35 3.28 0.74
25 白杖を持つと同情されるのが苦痛だった。 0.33 -0.16 -0.01 0.15 -0.56 -0.06 3.30 0.78
69 白杖を持った方が良いと上司や同僚が勧めた。 -0.04 0.12 0.04 -0.04 -0.56 0.01 2.62 0.71
34 近所の壁の家を白杖で突いてしまうことが気になった。 0.12 0.04 0.22 0.48 0.53 0.34 3.13 0.55
48 白杖を持っていると、利用を断られるお店や施設、サービスなどが 
あった。




0.13 -0.14 0.38 -0.14 -0.15 -0.66 3.11 0.48
39 白杖を蹴られることがあった。 0.12 -0.05 -0.07 -0.02 -0.03 0.63 3.41 0.92
53 視覚障害者を子どもにとって危険な存在として扱う人がいた。 0.17 0.11 0.24 -0.11 -0.25 0.62 3.13 0.73
54 白杖を持つと、荷物が持てなく困ることがあった。 0.19 -0.27 -0.03 0.05 -0.14 0.61 4.03 0.82



























































障害者扱いへの抵抗 効果の実感 誤解への不安 障害を知られる不安
障害の程度
全盲（19名） 平均 3.28 1.63 3.13 3.28
（標準偏差） （0.776） （0.750） （0.557） （0.645）
弱視（28名） 平均 3.36 2.05 3.39 2.95
（標準偏差） （0.373） （0.600） （0.455） （0.585）
t値 0.55 2.13* 1.72* 1.89*
使用するまでの期間
0～1年（35名） 平均 3.37 2.08 3.41 3.21
（標準偏差） （0.404） （0.786） （0.459） （0.577）
2年以上（29名） 平均 3.41 1.87 3.33 2.83
（標準偏差） （0.693） （0.600） （0.635） （0.573）
t値 0.27 1.15 0.56 2.64**
性別
男（32名） 平均 3.33 1.84 3.43 2.89
（標準偏差） （0.690） （0.629） （0.689） （0.707）
女（27名）
平均 3.45 1.95 3.24 3.27
（標準偏差） （0.355） （0.646） （0.257） （0.416）
t値 0.81 0.62 1.36 2.42*
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Abstract : Psychological difficulty is commonly experienced by people with visual impairment when using a white cane. 
Following a preliminary survey to compile question items, the questionnaire was designed and conducted to investigate 
factors contributing to this psychological difficulty.  Factor analysis extracted six factors that were shown to generate 
consistent factors regarding psychological difficulty, including “resistance to being treated as a disabled person”, “anxiety 
about misunderstandings”, and “anxiety of the disability becoming known”.  “Anxiety about misunderstandings” 
comprised several work-related items, and interviews conducted with some participants revealed an inability to use a 
white cane due to fear of a change in treatment at the office.  The present findings suggest that, as opposed to simply 
embarrassment about using a cane or difficulty about acceptance of disability by the person with visual impairment, 
multiple factors involving the relationship between society and people with visual impairment contribute to psychological 
difficulty when using a white cane.
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